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第1図　入ノ波溜泉附近地『質略図
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　　of　the　formations，　but　the　sp＆　v・eins　are

　　linear　and　parallel　to　㌻he　riveL　The・
　　m喚ximum　te重hpe堺ture　of　the　spripg　showed

　　3三〇C至n　autumn，1947．The　writerS　h呂Ve／
　　measured　the　upw611ing．quantity　oft！he

　　spa．
　　　Shion曲a　Sp＆wells　up　from　the　t五ree　spa

、［veinsin・greiwacke，「sh・wingthe、maximum
　、tem論eratu，re　　at　300C．　．It　1s　・dear　th翫㌻

　　ther漁1briginiscloselyrelat6d・tointru＄iσh

　　of　負uartz、porphyry．

1．位置及び交通、

近畿H鉄吉野線上市駅よ．り吉野川の漢流を遡ること凡

そ30kmに、Lて入ノ波に蓬するδ其の間道路は良く柏

本迄は定期乗合バスの便がある。それより入ノ波までも

蓮行可能である。更に入ノ波より吉野川の上流本沢川と

北股川の合流点迄（2km）は車行できるが，本沢川に達す

ると，大台ケ療登山の人道となり五色湯まで6kmある。

2．地形及び地質

　台高山舐に源を発する本沢川は，西北の方向に洗れ，
一
途 中北股川と合し吉野川となり，略々同方向をとり入ノ

波を経て柏木に至る。その間深v・峡谷を彫刻し両岸には卿

雛が職し水購く，酷は川嘩露繍、叉雌に．
億所々にi飛爆が懸り潔淵がある。五色湯附近は大台ケ原

国立公園中最も山水の美に恵まれ，観光客の観賞して止

まぬ所である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　本地域を構成する地質は，所謂秩父古生暦に属し燧石’、

状暗次色珪岩・白色珪岩・千枚岩質粘板岩より成り，’輝線『

　　　　　　　　　　サコド凝友岩・石次岩を來有し，特に迫，柏木の不動窟及び白

倉叉谷には石友岩め大露頭あり，洞窟を形成し七いる。

叉本暦中には満俺鉱・硫化鉄鉱・銅鉱の鉱床を胚胎サる。

　　　　　　　　　　　　ノ走向は概ね東西に近く，傾斜は北，叉は南で向斜・背斜

構造を繰返し擢曲が甚しいため局部的の変化が多v・。

本沢川の右岸に澹つて屏風滝・明紳滝及び孟色湯（四力　　　、

所）より湧出する・ζ（Dうち明紳滝は昨年り南海地震の

余波にようて新しく噴湯したもの乙6あり，五色湯は同地　　．．

震の影響により多少湧出星を減じたとのことである占

　この附近の地質は主に燧石状暗次色珪岩で，」少量の白・

色珪岩と千枚岩質粘板岩より成り，地殻変動が激甚なた

め岩質は非常1こ堅硬となり，摺曲作用も激しく地暦は擾

乱されている。随つて走向及び傾斜は変化が多V・が・大

体東西に近く走向を示す。温泉は全く走向と無関係に生

じ蓬裂罐線より湧出するが，地下に潜在する温泉脈は川

洗の方向と符合する湧出点を結ぶ直線上に在る。随つて

地殻蓮動の結果，溜泉脈車に生じたり不規則な裂罐の聞1

隙を通じて地表に湧出したものと考察さ，れる。

（ロ）浬度調査当時の各温泉の濫度は次の通りであ

る。

　但し，昭和22年10丹4月午後1時晴，気温310C
河永12。C，一但し昭和22年110月5日午前10時曇

1少雨，気温16。C，河水1250¢．、　　、　　・・

　　　No．1

岡蕪
屏　 風．滝

4旦・　5日’
搬
民
　 購氏

・31。C’　31。C

270C　P　　　270C

－　　　20。C

270C　　　　260C

－　　　200C

、河水面よ’りの

　高さ（m）

　4．O　l
　．2．5

河水面以下・

　乳7
　0．2

　　　　　3．盃色湯濃泉』

（イ）成因　附図見取図に溜泉湧出箇所を示したが，

即ち五色湯No．1は蹟氏31。の最高温度を示し，五

色湯：No．3及び屏風滝は河水と混合するため温度は低下

する。五色湯No．1でさえも入浴適温42。～430Cより

約10。C低く之を使用するには暖めることを要し，微温

泉と称すべきものである。

　（ハ）　泉質　完：全なイヒ学分析を必要とするが，泉質は

無色透明，硫化水素臭があり，白色羽號の湯垢を沈澱す

る。とれは恐らく重炭酸カルシウムを含有し，これより

生じた水酸化カルシウムと推薙される，淡酸泉に属し沸

経痛・消化器病・外傷に特効がある。地温も暖かいために

！、

第
2
、
図
　 五色湯湧一出箇所見取図
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湧水口附近に二は蛇。家守などが蝟集している。

　（二）湧水量ユm3を充たすのに要する時簡を求め，

これよ・り」・i書夜の湧水量を立方mに換算した。

泉　　名

屏　 風・、滝

　　’「　　　No．1
　　　　　』
　　　No2五隼湯膿

1mきを充すのに
要した時間

　（minute）

賃　　40

　100／

　300

66　，

1甕夜湧水量
（m3／24h）

36

15『

5

22

、No．3，ほ湧永量多いが，河水と混合するた醸こ測定が不

能であつた。

　（零）施設要するに・五魚湯温泉は大台ヶ原国立公

　園の勝景地にあり》唯惜いととに後温泉で弟つ』て・．温度

　ほ低いが囲質良好，叉湧水量も充分あつて，五色湯No。

　1（搬氏31。）は少し加熱すれぱ入浴可能である。故に

　現地に是非共施設を宥い，・夏季には大台ケ原の登山客に

　活用させるべきである。

　五色湯No．1附近には約20坪の利用しうべき地所

　があり，増永期の水位と原始林の倒木を考騨こ入れて興

　処に浴槽と腕衣場を設け，衣に，公園入口り白倉叉谷と本

　沢川の含流点附近に宿泊用の丸木小屋を建設すれば，大

　台ケ原山上の雄大な景観を満喫した観光客が，更に．五色

・湯に浴し乍ら1山水の自然美を探勝することができ，国

　立公園登山客誘致の大きい魅力となろ弓。

　〔追詑〕五色湯の試掘井は，成因上不規則な裂罐線よ，

　り湧出するので試錐点の位置選定のむづかしい事と1入

　浴適温を得るには少くも300fnの深璋が必要である。

　仮にその経費を見積れぼm当り2000、円と』して約60万

　円，機識類の搬入費櫓及び小屋の建造その他準備に15万、

　円計75万円を要する。

　叉機械掘として準備期間2カ月，掘進期聞1貝翫nと

　して150日，機械の故随30日どして少くも8ヵ月を

，要する。、且つ現場には電力なく機械の搬入，作業員砂食・

　糧，、その他を考慮に入れると，、試錐の実施は相当の困難

　を覚悟しなければならなV・から，敢えてごれを行うこと

　を漿菊ない。

　　　　　　　4，入ノ波温泉

して軟く，浸蝕作用のため入ノ波部落のある沖積地を形

成してV・る・小学校附近望こは珪岩中に輝線岩炉岩脈と存

つてV・る・走向獄北東で・温呆版は湧水点より考えて吉

野川の両岸に接して北70度西の方向に2條と，橋梁の

方向No・1、から：No・2を結ぶ北20度東の方向と計3

條ある。これらの交叉点即ちNo．■及ぴNo．2は湧出

量も多く，且つ認度も他に比べて高V・のは当然である。

温泉は硬砂岩の露出地域よりのみ湧水して，との硬砂岩

中の温泉脈上に当る裂罐線より湧出している。1

　（ワ）濫度　調査当時の各温泉の温度は吹の通りであ・

る。

　但し昭和22年10月7月正後晴，気温17。C，河
　水16。C，但レ紹和22年10月8！日午前8時晴，気・

盗140C，河水12。C．㌦　，

No．1　　．

No．2
No．3

7月　　　8甘　河水面よりの
麟氏　　瞬氏1　高さ、（m）・、，

300C　　　　29優C

300C、　　29．50C

219C　　　　210C

O
FO．5低し
10。5

　（イ身　成因　入ノ波濃泉附近を構成する地質は附図に二

P示した如く，秩父古生暦に，属し，F暗次色珪岩は小学校附

近の両岸と柏木街道の入ノ波入口両岸に露われる。ド岩質

は堅緻であるため浸蝕作用に抗する力が大きく，川幅は

狭められている。とれに反し硬砂岩と粘板岩は珪岩に比

其の他の湧水点は水中より気泡を生じて少量湧水してお

り，測定は困難である・

　：No・’1及びNo・2は五色湯より約1。C低く，微溜泉．

である。

　（ハ）皐質化学分析の結果を待左なけれぼ確言し難

いが，無色透明ながら，赤褐色の水酸化鉄の湯垢が多く，

ヌ少量の白色表酸右友の沈澱物も観察される。五色湯に

比し，硫化水素臭は遙かに弱い。・炭酸泉であつて消化器

病・沸経痛には効力がある。｝

　（二）翁水量　Nα2は非常に豊富であるが他は少量

であり，No．3は低温であるため，測定はNo．2のみ

に止め，他は之を省略した。

　No・2は書夜101m53の多量であり，現在湯元に設置

し
、
てある三浴槽（計呂2m3）を満す約3倍の湧水量があ

る。

　（ホ）施設及び意早　本温泉は夙に（元藤年聞に既に一

使用Lていた古文書がある〉肇見母られ，No，1の上段

畠中に約35－mの上総掘を行つた事があり，泉脈に遭添

噴湯したが，1僅かに濃度は12qc上昇したに過ぎなかづ

たとV・われる。これは普通の地濫上昇度であり，熱い温

泉の発見1こ失敗レた。現にNo・2には3・8m×2・8無（二

槽）と2．8m×1．8m（一槽）深さ1．2m計三槽のコンク

リート造りの野天風呂がある。一部ほ土石に埋没して“「

る。

・叉Nα・1一にも3m×a5m9コ》クリート勘の蘇

39一．（220）
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風呂があり湧水量は僅少で殆んど埋没している。温度が

．働勧殆ん剛用され就他地方より，酪都織・

大台ケ原登山客も殆んど之を看過してV・る現状である亙

　今利用の対称となるものは湧水量の豊富なNo．2の

み看あり、，試錐にょつて入浴適温を求めるには地質條件

と試錐経費も五色湯に於けると略同様である。溢度を上

昇せし，める左め加熱しぞ浴槽の完備と方雌官施没廷試鐸費

程度の資金を投ずるのが適策ξ考える。なお地理的に考

察すれば入ノ波は柏木より巳に自動車を蓮行し鶴る良道

路があり，大台ケ原登山の重点に当り宿泊地としては最

も良貯な位置を占めて》る。入ノ．波温泉の天与の恵湊を

大台ヶ原国立公園の諸施設中に加え七これを開発利用す．

るこ．とは敢て蚊に警言を要せぬ処である・‘（昭和鱒22年

10月調査）

　（附）　入の波同五色湯温泉の成因について

　　　　　揖山次譲．・、馴哀撃・原眈鮒ズ
　　　　　　　　　　　　リ　從來，入ノ波源泉の成因は不明黍，夙に小川琢治博士

　は化石泉ならんとの疑問を抱かれ，！叉筆者Q一人（原口）

　は，昨年度調査の際にも古生層岩石に生じた折裂線から

．湧出するものと考えたム即ちその成因を火成岩の逆入，

　或は噴出の所謂火山作用とは直接の関係ない，、特異な溜

泉と推察したのである◎

　一然るに今回の再調査によつて，入ノ波附近に石英珪岩

、の岩脈が存在す葛ことが判明し』その成因が明がにされ

　た。＝

　概括的に言えば紀伊孚島に散在する淵泉（鉱床）は酸

，性繊岩（石鞭岩・石英粗面岩）樒接不可離の因果

　栄京大教授　懸同助手　甚鼎地質調査所大阪支所

関係を有ずる。この酸性火成岩は同牛島の南東部に広く

分布し7．とこにその中枝が存在し・それから派生ざれた

分枝は各処に零出する。ぐの意味で海泉も亦酸陸火成岩

の噴出の優勢な箇処に，は温度の高V・熱泉（硫董泉）・叉劣

勢な箇処に1‡濫度の低い溜泉（炭酸泉）．が湧出するのが

適性である。’

吉野川上流入ノ波附近に右英斑岩の岩脈が今回発見せ

られ，酸性火成岩の中核部には遠く離れるもその火山作

用の全勢がこの阻近にまで友ぶととが明かにされた。

即ち入ノ’波部落の北方山頂に始まり，略東西の方向に

走る岩脈が八幡雫附近1こ至るまで蓮互するようで，’この

岩脈に並走した濫泉賑が存在する。

　この濫泉脈は或る幅員をもち，むしろ温泉帯と称すべ

きものである。この温泉帯内では岩石の不規則な割目が

ら，温泉が湧出し叉盛んに瓦斯を放出している。詳細に

観察すると瓦斯の放出は聞欺的であ鉱叉も芝温泉の湧

出したと考えられる沈澱物（表酸カルシウム）が薄皮とな

つて岩石に阻養した箇処もある。との温皐脈の湧出箇処．

は入ノ波部落では河岸に澹V、，約300mの間，更に上流数

百mの河岸にも数ヵ所，叉遠く八幡李附近にも湧出ずる。

　五色蕩温泉はその附近に未だ石英斑岩の存在を確認し

ないが，恐らく入ノ波温泉と同様の泉源はこれに蜜接な

関係があるものと考えられる。但し入ノ波の石英斑岩脈

とはその走向より見て別個のものであろう。この温泉も

［温泉賑亀帯をなし・不規則な割目から濡出する。　・

．泉質』両者とも弱アルカリ性で・炭酸カルシウムの灘，、

澱物は多い。入ノ波は炭酸泉に屍し（飲料用に供ぜら

れ），葺色湯は硫化水素臭を有し』硫黄を含有する・從？一

て前者は内科疾患特に胃腸病に，後者は内科の外・外傷

にも特効があらう。（昭和23年、5月20月！『

553。94（52工15）：622．1

　　　　　　ヤず　　　　山形，縣西田川炭由Dの採掘欺流につ曳・て　（其ノ「）

河　 内

　　　　　R6sum6
0n　the陥ning　Circumstance80f
　国ishitag舗aCo翫IPield，
　　YamagaねPrefecture．

by

HideyukiKawauch玉

』Investig＆tion　with　reference　t6・mining

，technics　w段s　perfor単ed　from14t：h　to20th

串eptember1949，being＆ccompanied　by　geo一

　　　　　　　　　　　　　　　／

　　　　　ず芙　郵㌦F
、1Qgic　researchFin　whicム．L　Sh董mizu（geologist）．

took　part　at　Kobat6district　of　Nishit段gawa
coa1』丘eld。

　Three　coa16ea卑s　which　occurin　IoWer　－
part　 of　T＆gawa　Coa亙Measur今s　are　worked

in　the　Irakawa　colliery兜　‘l　Honso”　（main

seam）、is five　or　si琴metres　thic≧pe＆f　t五e

．Irakaw＆co111ery，while　it　is　only　two、metres　一

伽ck［near　t血e・母sumi　collierダ・丁喚6y斑e

柴燃料部
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